
2022年度北九州市立大学公開講座

SDGｓを理解して、

これからの未来をデザインしよう
コーディネーター 北九州市立大学 経済学部 教授 牛房 義明

2022年5月26日～７月7日（毎週木曜日、全7回）
18：15～19：45

日時

受講料 3,000円
（高校生以下無料）

定員

30名

会場 北九州市立大学北方キャンパス
（小倉南区北方4-2-1）

1

５月２６日（木） 18：15～19：45

ＳＤＧｓ総論 ～いまさら聞けない！？ＳＤＧｓとは？～
基盤教育センター 教授 眞鍋 和博

2

6月2日（木） 18：15～19：45

ＬＥＧＯブロックでＳＤＧｓを考える
（※当講座はLEGOブロックを活用したワークショップ形式となります） 地域創生学群 特任教員 下田 泰奈

3

6月9日（木） 18：15～19：45

ゴール１ 貧困をなくそう
外国語学部 教授 大平 剛

4

6月16日（木） 18：15～19：45

ゴール３ 全ての人に健康と福祉を
地域創生学群 准教授 坂本 毅啓

5

6月23日（木） 18：15～19：45

人工知能の現在と未来 （ゴール９ 産業と技術革新の基盤を作ろう）
環境技術研究所 教授 永原 正章

6

6月30日（木） 18：15～19：45

ゴール11 住み続けられるまちづくりを
基盤教育センター 准教授 村江 史年

7

7月7日（木） 18：15～19：45

ゴール７、13 クリーンなエネルギー、気候変動
経済学部 教授 牛房 義明

対象
どなた
でも



北九州市立大学 基盤教育センター 教授 眞鍋 和博（教育社会学、ESD）
北九州市立大学 地域創生学群 特任教員 下田 泰奈（生命科学修士）
北九州市立大学 外国語学部 教授 大平 剛（国際関係論）
北九州市立大学 地域創生学群准教授 坂本 毅啓（社会福祉学、地域福祉政策、福祉教育）
北九州市立大学 環境技術研究所 教授 永原 正章（自動制御、人工知能）
北九州市立大学 基盤教育センター 准教授 村江 史年（防災教育）
北九州市立大学 経済学部 教授 牛房 義明(環境経済学、行動経済学、機械学習、因果推論)

SDGsは2015年9月に国連総会で採択された「持続可能な開発目標」で、世界の課題を
17の目標にまとめられています。本学でもSDGsで掲げられている社会課題に取り組んで
いる教員がいます。この講座では、高校生、学生、社会人を対象に、SDGsの背景、理念、
17の目標について理解し、一人一人がSDGｓの目標達成に貢献し、社会をより良くする
ことを目指します。

申込方法 申込締切：５月１３日（金）まで（当日消印有効）

ハガキ、メール、申込フォームのいずれかの方法にて、下記を記入の上申込みください。
①氏名（ふりがな） ②郵便番号 ③住所 ④年齢(学年) ⑤電話番号 ⑥「SDGｓ受講希望」
電話での申込はできません。申込〆切後、受講証を発送します。応募多数の場合は、抽選を行い
落選の場合も通知します。

※お送りいただいた個人情報は、公開講座の運営及び本学からのご案内のためのみに使用し、
これらの目的以外に利用しません。

申込・問合せ先

講師プロフィール

受講生へのメッセージ

新型コロナウイルスの注意事項

・本学の対面授業実施にかかる対応方針に準じて、新型コロナウイルスの感染防止対策を
実施しますのでご協力ください。

・申込み後、受講証とともに新型コロナウイルス感染防止に対する注意事項を送付します。
・新型コロナウイルスの状況次第で、急遽中止・延期もしくは開催方法の変更（オンライ

ン等）を決定する場合がございます。

※学内の駐車場はご利用になれませんので、
公共交通機関でお越しください。

＜モノレール＞
「競馬場前(北九州市立大学前)駅」から

徒歩３分
＜バス＞
【6】【12】【21】【32】【34】番系統
「北方・北九州市立大学前」から徒歩３分
【３６】番系統
「競馬場前北九州市立大学前」から徒歩３分

北九州市立大学 地域連携課「公開講座」担当
〒８０２－８５７７ 北九州市小倉南区北方４－２－１
TEL：０９３－９６４－４１９４／E-mail：chiiki@kitakyu-u.ac.jp 申込フォーム
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